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はじめに

1. 本資料の内容
本資料は、 COTOHA Voice DX® Basic 発信タイプおけるSlackに関する設定およ
び、操作手順について記載したものです。

以降の手順をご利用いただくことで、マルチ発信とシングル発信について、
Slack上から行うことができます。

なお、本書に含まれる情報や内容を利用することで生じた利用者、または
第三者に発生した直接もしくは、間接的な損害について、その原因の如何を問わず、
当社は、いかなる責任を負わないものとします。

2. お客様で事前にご準備・管理していただく事
ご利用前には、お客様に事前にご準備いただく内容がございます。

① Slackワークスペース
ワークスペースは、お客様で作成してください。

② Slackチャンネル
本マニュアルP.4～に従い、Slackチャンネルを作成してください。

③ Slack App
本マニュアルP.5～に従い、Slack Appを作成してください。
なお、Slack Appは１つにつき設定できるSlackチャンネルは１つです。

④ Incoming Webhook
本マニュアルP.13～に従い、Incoming Webhookを追加してください。

⑤ Slackのメンバー管理
お客様でSlackの各種管理、参加者の招待等をお願いします。
ログインパスワードは、セキュリティの観点から厳重に管理いただき、
関係者以外に共有しないようにご注意ください。

なお、Slackの一般的な操作は、Slack社公式のURLをご覧ください。
*Slackの使い方*
https://get.slack.help/hc/ja/categories/200111606

既存のワークスペースに参加する場合には、ワークスペースのメンバーから
招待される必要があります。招待されるとSlackから招待メールが届きますので、
メールに書かれているリンクをクリックしてください。

詳細は、以下のURLをご覧ください。
*Slackはじめてガイド*
https://slack.com/intl/ja-jp/help/articles/218080037-Slack-のはじめ方-—-
新メンバー編
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はじめに

3. 各種アプリケーションのご利用についての注意事項
本手順では、マルチ発信および、シングル発信を実現するために、各種 Slack App
および、Incoming Webhook や Outgoing Webhook を利用しています。
各種アプリについて、その設定変更および、アプリの削除は行わないでください。

また、本書にて後述するSlack AppやIncoming Webhookの設定情報等は、
弊社の発信用サーバに接続するためのURL等を含んだセキュリティ情報となります。
関係者以外に情報を共有しないようにご注意ください。

☞ Webhookを設定したSlackアカウントを削除や解除すると、設定が無効化される
ことがあります。ご注意ください（Slackアプリケーションの仕様に依ります）。

4. その他注意事項
以下では、その他の注意事項として、設定する際のTipsを記載します。

・WEBブラウザとして「Chrome」をご利用の際に、Slackの設定ページにおいて、
日本語翻訳を利用して設定をすると、うまく動作しない場合がありますので、
ご注意ください

・アカウント種別の権限がワークスペースの管理者以上でアプリの設定が可能です。
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1. Slackチャンネルの作成
① ワークスペース参加後、チャンネルの下にある「＋チャンネルを追加する」ボタンを

押した後、「新しいチャンネルを作成する」を押す。

すると、下記のような「チャンネルを作成する」ポップアップウィンドウが開く

② チャンネルの名前を記入する（自由記入）
③ 「作成」ボタンを押すと、チャンネルが作成される

新しいチャンネルを作成する
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クリック

チャンネルの名前を入力

本項では、初めにSlackで新規チャンネルを作成する。

クリック



Slack Appを作成する

1. 準備
まず、新しいSlack Appを作成する画面に遷移

① 「ワークスペース名」の表示をクリック

② 「設定と管理」→「アプリを管理する」を選択
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本項では、Slack上でマルチ発信やシングル発信を行うためのソフトウェア（Slack 
App）を作成。

ワークスペースの表示をクリック

クリック



Slack Appを作成する

③ 画面遷移後、右上部の「ビルド」をクリック

④ 右上の「Your Apps」をクリック
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クリック

クリック

1. 準備

【注意】ブラウザの自動翻訳機能はオフにする



Slack Appを作成する

2. App作成
ここから、Slack Appの作成に移る

① 画面遷移後「Create New App」をクリック

② 下記のようなポップアップウインドウが開くので、情報を登録して、
「Create App」ボタンを押す

・「App Name」→ Appの名前（任意）※半角英数字
・「Development Slack Workspace] →「ワークスペース」を選択

※前章でチャンネルを作成したワークスペース
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クリック



Slack Appを作成する

2. App作成

③ 元の画面に戻ると、②で作成したApp名が存在しているので、それを選択

④ 画面遷移後「Settings」→ 「Basic Information」を選択
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クリック



Slack Appを作成する

2. App作成

⑤ 画面遷移後「App Credentials」部分の以下の情報（APPIDとSigning Secret）
が表示されていることを確認。後程Webカスコンにて設定する情報。

※詳細は本マニュアル P.22参照
・App ID*1
・Signing Secret（Showボタンを押して表示）*2

また、後程作成するIncoming Webhook のURLついても、WEBカスコンにて
設定する必要がある。※ 詳細は本マニュアルP.13～参照
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*1

*2



Slack Appを作成する

3. App設定
次に作成した Slack Appの設定を行います。まずApp名を選択した後、

① 左側の「Features」→「Event Subscriptions」を選択

② Enable EventsをONに変更
③ Request URLに、 https://api.vdxp-sys.com/v1/slackreceive を設定

※設定後、しばらくすると下記のように「Verified」の文字が出る
④「Subscribe to bot events」→「Add bot User Event」をクリックして、

「app_mention」をクリック
※有効化されると下記のように「app_mention」の字体が青字になる

⑤ 下部にスクロールして「Save Changes」をクリック
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クリック

https://api.vdxp-sys.com/v1/slackreceive


Slack Appを作成する

4. Appのインストール
作成したSlack Appをワークスペースにインストールします。まずApp名を選択した後、

① 左側の「Features」→「App Home」を選択

② 画面表示後「Your App’s Presence in Slack」→「Always Show My Bot as
Online」をONにする

③ 上記画面において「Your App’s Presence in Slack」→「App Display Name」よ
り「Edit」ボタンをクリック
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クリック

ONにする



Slack Appを作成する

4. Appのインストール

④ 以下のようなポップアップ画面が出る。Display Nameには、Slack上で表示される
アプリの名前（ここでは、アプリ名と呼称する）が表示されるので、確認して
「Save」ボタンを押す。

⑤ 再度、左側より「Settings」→「Install App」を選択

⑥ 画面表示後「Install App to Workspace」をクリック

⑦ ポップアップ画面が出るので「許可する」をクリック
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①前章でSlack Appを設定した後、左のIncoming Webhookをクリック
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Incoming webhookを設定する

１．Incoming Webhookの追加

クリック

本項では、Slackで「Incoming Webhook」をチャンネルに追加する方法を示す。



②Activate Incoming WebhooksをOnにする
※デフォルトだとOFFの設定になっている
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Incoming webhookを設定する

２．Incoming Webhookの追加

クリック

以下のような注意書きが表示される可能性があるが、そのまま操作を進める。



③下の方にスクロールし、Add New Webhook to Workspaceをクリック
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Incoming webhookを設定する

２．Incoming Webhookの追加

クリック



④最初に作成した対象のチャンネルを選択（今回は例として＃testというチャンネルを選択）
※クリックでチャンネルが表示されない場合は、対象のチャンネルを入力
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Incoming webhookを設定する

２．Incoming Webhookの追加



⑤Webhook URLが⽣成されるので、このURLをCopyし、Webカスコンのアプリ設定
でIncoming WebhookのURL欄に設定
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Incoming webhookを設定する

２．Incoming Webhookの追加



本項では、Slack Appのアイコン設定方法を示す。

① ワークスペース（この画面例では「VoiceDX-test」）の表示をクリック

② 「設定と管理」→「アプリを管理する」を選択
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（参考）Slack Appのアイコン設定の方法

ワークスペースの表示をクリック

クリック



③ビルドをクリック

④下の方にスクロールし、作成したアプリをクリック
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クリック

クリック

（参考）Slack Appのアイコン設定の方法
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⑤Slack AppのBasic Informationが表示されるので下の方にスクロールする。
すると、Display Informationが出てくるので＋Add App iconをクリックし、
追加すればそのアイコンが適⽤される

クリック

（参考）Slack Appのアイコン設定の方法

※ファイルサイズによってはエラーになる可能性がある



（参考）Slack Appのアイコン設定の方法
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設定例：電話のアイコンを設定した場合

callapp

callapp

callapp

＜Slack上での表示例＞

＜Slack App設定時の表示例＞



Slack上での動作確認

Slack上での動作確認
動作確認の前に、WEBカスコンで事前設定が必要となる
※詳細はWEBカスコンマニュアルを参照。
☞ 下記の情報については、Webカスコンにて設定する情報となる。

発信機能設定の場合は、電話番号管理画面の「アプリ設定」で、
折り返し着電設定の場合は、コールシナリオ管理画面の

「Slack Incoming Webhook」で、それぞれお客様ご自身で設定する
必要がある。

・App ID（本マニュアルP.9で作成）
・Signing Secret（本マニュアルP.9で作成）
・Incoming Webhook のURL（本マニュアルP.13で作成）

WEBカスコンの設定が完了したら、最後にSlackのチャンネルに戻って動作確認を行う
P.4で作成したSlackチャンネルを使って行う。
また下記のアプリ名は、前ページで表示されたアプリの名前となる

①「＠アプリ名」だけで送信する（下記の画像では「callapp」がアプリ名になる）

②チャンネルに参加してない旨のポップアップが表示されるので、
「チャンネルに招待する」をクリック

③ 問題無く設定完了していれば、電話発信可能となる

下記の例の「@アプリ名 ＋（発信構文）」を使って試すことが可能
例）@callapp␣telnumber=‘05012345678’␣telmessage=‘テスト’

※構文内の␣は半角スペースを表している為、実際にお試しする際は
半角スペースを入力する。

※例として今回はcallappというアプリ名で表示。
実際にはお客様ご自身で作成されたアプリ名を使用する。

※telnumberは発信先の電話番号を表す。
※telmessageは送信するメッセージを表す。
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マルチ発信・シングル発信の手順

1. マルチ発信
コマンドで指定した電話番号すべてに同時発信する。読み上げメッセージの内容は、
指定するすべての電話番号で共通となる。(但し、留守電の場合は発信失敗とみな
す)

＜発信手順＞
① ご利用のSlackチャンネルにて、

のコマンドを入力する。

② メッセージ送信ボタン（ ）を押す。
①で設定したすべての電話番号群（電話番号1, 電話番号2…）に対して、発信処理
が行われる。

＊＊電話番号と名前の紐付けをしたい場合＊＊
下記のように、電話番号の後にセミコロン(;)を入力し、続けて名前を入力。
Slackの通知に電話番号だけでなく、紐付く名前を含めることが可能。

③ 電話発信の完了結果がSlackに通知される。

☞ 電話番号は、名前と紐付けする場合と紐付けしない場合を混在させることが可能。
☞ 電話番号は１つでも発信可能。
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本項では、Slack Appが作成されていることが前提となっている。
まだ作成していない場合には、P.５～「Slack Appを作成する」より準備する。

以下では、作成したアプリ名を「callapp」として、それを用いて「1. マルチ発信」およ
び「2. シングル発信」を行う手順となる。

@callapp␣telnumber=’電話番号1,電話番号2,……’␣telmessage=’読み上げメッセージ‘

@callapp␣telnumber=’電話番号1;名前1,電話番号2;名前2,……’␣telmessage=’読み上げメッセージ‘

※Webカスコンのコールシナリオ設定画面上にて、電話番号と名前は下記のように表示されています。
・ 電話番号＝［発信先番号］
・ 名前＝［発信先名前］



マルチ発信・シングル発信の手順

2. シングル発信
コマンドで指定した電話番号について、左から順に発信する。一度でも通話が成立
するとその後の発信は中止する。読み上げメッセージの内容は、指定するすべての
電話番号で共通となる（但し、留守電の場合は発信失敗とみなす）。

＜発信手順＞
① ご利用のチャンネルにて、

のコマンドを入力。

① メッセージ送信ボタン（ ）を押す。
①で設定した電話番号群（電話番号1, 電話番号2…）の順に発信処理が行われる。

＊＊電話番号と名前の紐付けをしたい場合＊＊
下記のように、電話番号の後にセミコロン(;)を入力し、続けて名前を入力。
Slackの通知に電話番号だけでなく、紐付く名前を含めることが可能

② 電話発信の完了結果がSlackに通知される。

☞ 電話番号は、名前と紐付けする場合と紐付けしない場合を混在させることが可
能。

☞ 電話番号は１つでも発信可能。
☞ 同じ電話番号グループに複数回発信したい場合には「telserial=‘***‘」の中で

繰り返し電話番号を設定する。
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@callapp␣telserial=’電話番号1,電話番号2,……’␣telmessage=’読み上げメッセージ‘

@callapp␣telserial=’電話番号1;名前1,電話番号2;名前2,……’␣telmessage=’読み上げメッセージ‘



マルチ発信・シングル発信の手順
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3. 構文作成時の注意事項
本項では、マルチ発信およびシングル発信でのコマンド入力時の注意事項についてまと

めたものとなる。

 電話番号は、-[ハイフン]無しの数字のみ。
 電話番号は、, [カンマ]で区切る。
 国内番号のみ発信可能。
 特番（1XY）には発信不可能。
 設定できる電話番号は最大20番号。
 設定できる読み上げメッセージは最大200文字。
 コマンド入力した書式に間違いがあった場合、電話番号と名前の紐付けを行っていた

としても、Slackのエラー応答にはその名前が含まれない。
 telnumber および telmessage で認識する文字列は、’ [シングルクォート]で区切る必

要がある。ご利用のパソコンによっては、シングルクォートが異なる文字に変換され
てしまい、発信できない場合がある。*1

 読み上げメッセージの中に ‘[シングルクォート]を含めてはならない。
 メッセージの最初に、telnumberがないと発信しない。

また、エラー応答も返ってこない。
 １Slack Appの最大メッセージ数（/分）は30になる。

30を超えると1分経過するまでは、エラーメッセージが返ってくるため、
発信不可能。また、エラーメッセージは下記のように表示される。
「現在混み合っております。少し経ってからメッセージを送信してください。」

《Macパソコンの対応方法》

~キーボード設定から変更する場合~
1. アップルメニュー ＞「システム環境設定」を選択して

「キーボード」をクリックし、「ユーザ辞書」をクリック

2. 「スマート引用符とスマートダッシュを使用」のチェックを外す

~テキストエディットの場合~
1. テキストエディット ＞「環境設定」を選択し

「スマート引用符」「スマートダッシュ記号」のチェックを外す

*1 Note：‘[シングルクォート] が異なる文字に変換されたら



マルチ発信・シングル発信の手順
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3. 構文作成時の注意事項

 [ABC]のように[～]で文字列、数字列を囲むと、各文字を認識して発話。
例えば、[123] の場合だと（イチ、ニ、サン）と発話。
また、[Slack]だと（エス、エル、エイ、シー、ケイ）と発話。

 年月日の読み上げメッセージの表記方法は「yyyy年ｍｍ月dd日」または
「yyyy/mm/dd」となる。
例えば「2020年3月1日」を読み上げたい場合には、メッセージ表記としては、
「2020年3月1日」または「2020/3/1」のように記載する。
また「3月1日」や「3/1」と入力しても、同様に読み上げる。
但し「2020/03/01」とすると、年月日としては認識しないため、読み上げない。

 マルチ発信（telnumber）とシングル発信（telserial）を同時に設定することはできな
い。

 発信処理中に再度発信処理をした場合、最初の処理が優先される（後の処理は無視さ
れます）。

 電話番号に構文エラー（例えば、電話番号の桁数が多い/少ない、電話番号に数字以外
の文字が含まれる等）があった場合、エラー処理となるため、エラーとなった電話番
号の発信以降の発信処理が中止される。



Slackへの通知について

本項では、前項の「マルチ発信・シングル発信の手順」で電話発信を行った結果、
Slackで表示される内容について、例示する。

1. マルチ発信の場合
①～③の応答パターンによって、それぞれ下記のようにSlack上に表示される。

① 電話発信の後、ユーザが応答して通話を開始し、メッセージ確認後プッシュボタンの
「1」を押した場合、

例『 090xxxxxxxxに通話が成立しました。業務対応可能です。』

② 電話発信の後、ユーザが応答して通話を開始し、メッセージ確認後プッシュボタンの
「２」を押した場合、

例『 090xxxxxxxxに通話が成立しました。業務対応不可です。
〇〇〇(←発話したメッセージ) 』

③ 電話発信後、ユーザが応答せずに通話が成立しなかった場合、あるいはメッセージ確
認後プッシュボタンの「１」「２」「３」のいずれも押さない場合（留守電等）、

例『 090xxxxxxxxに発信失敗しました 』

☞ 発信時に電話番号と名前の紐付けを行う（p.23）と、Slackの通知表示に名前が
含まれる。例えば①の場合には、
例『 090xxxxxxxx[[発信先名前]]に通話が成立しました。業務対応可能です。』
となる。

2. シングル発信の場合
①、②の応答パターンによって、それぞれ下記のようにSlack上に表示される。

① 電話発信の後、ユーザが応答して通話を開始し、メッセージ確認後プッシュボタンの
「1」を押した場合、

例『 090xxxxxxxxに通話が成立しました。業務対応可能です。』

② 電話発信の後、ユーザが応答せずに通話が成立しない場合、あるいはメッセージ確認
後にプッシュボタンの「1」「２」を押さない場合（留守電等）、

例『 090xxxxxxxxに発信失敗しました 』

☞ 発信時に電話番号と名前の紐付けを行う（p.24）と、Slackの通知表示に名前が
含まれる。例えば①の場合、
例『 090xxxxxxxx[[発信先名前]]に通話が成立しました。業務対応可能です。』
となる。
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※マルチ発信とシングル発信の通知メッセージはWebカスコンで設定可能



Slackへの通知について

3. エラーメッセージ
下記に代表的なエラーメッセージについて、示す。

〇構文エラー（telnumberなどにシングルクォートを付けていない等）

『 メッセージの書式があっていません 』

〇電話番号の桁数が規定と異なる。電話番号に数字以外の文字列が含まれている。
または、電話番号が存在しない。

『 電話番号に誤りがあります 』

〇メッセージがない

『 メッセージがありません 』

☞ 発信時に電話番号と名前の紐付けをしていても、エラーメッセージには名前が含
まれないので注意。

28



困ったときは

! 電話番号と名前の紐付けを行って、Slack通知に名前が表示されない
構文の書式に間違いがある可能性がある。
詳しくは、P.26～「3. 構文作成時の注意事項」を確認。

! 途中で処理が中断される
電話番号の構文エラーがある可能性がある。
詳しくは、P.26～「3. 構文作成時の注意事項」を確認。
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本資料の問合せ先

30

本マニュアルに記載の設定・操作方法等に関するお問い合わせ先

窓口名称：COTOHA Voice DX® Basic サポートセンター

お問い合わせ対応時間：平日 10:00-17:00 ※日本時間、土・日・祝日、年末年始除く

お問い合わせフォーム：https://support.ntt.com/vdxp/inquiry/search

お問い合わせ方法：お問い合わせ時に以下の内容をメールにてお送りください。
①契約名義（企業名など）
②契約ID
③ご担当者様名
④ご担当者様メールアドレス
⑤お問い合わせ内容

※お問い合わせはメールでの受付のみとなります（日本語対応のみ）。
24時間メールはお受けしておりますが、返信は営業時間内となります。

※土・日・祝日・年末年始のお問い合わせは、翌営業日以降の返信となります。
※お問い合わせの内容により、返信までにお時間をいただく場合があります。

お問い合わせ窓口
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